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(百万円未満切捨て)

１．2025年２月期の連結業績（2024年３月１日～2025年２月28日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期 208,393 9.9 10,153 △9.8 10,084 △0.4 8,516 28.8

2024年２月期 189,629 7.7 11,260 115.9 10,126 90.4 6,611 116.0

(注) 包括利益 2025年２月期 9,643百万円(39.0％) 2024年２月期 6,938百万円(△35.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年２月期 62.74 62.67 10.4 5.8 4.9

2024年２月期 48.72 48.66 8.6 6.1 5.9

(参考) 持分法投資損益 2025年２月期 180百万円 2024年２月期 △249百万円
EBITDA(営業利益＋減価償却費およびのれん償却費)
2025年２月期 15,452百万円(△3.7％) 2024年２月期 16,052百万円(54.7％)

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年２月期 179,218 84,287 47.0 620.43

2024年２月期 171,362 84,995 46.6 587.92

(参考) 自己資本 2025年２月期 84,218百万円 2024年２月期 79,796百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年２月期 3,123 △5,390 3,612 13,505

2024年２月期 3,999 △4,321 263 14,133

２．配当の状況

年間配当金 配当金総
額

(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年２月期 － － － 20.00 20.00 2,714 41.1 3.2

2025年２月期 － － － 26.00 26.00 3,529 41.4 4.2

2026年２月期(予想) － 14.00 － 16.00 30.00 40.7

(注) 当社は、2024年10月３日開催の取締役会において、2025年５月22日開催予定の第78回定時株主総会に「定
款の一部変更の件」について付議することを決議し、同株主総会での承認可決を条件に、取締役会の決議
により中間配当を実施することを予定しています。よって原案通り承認されることを前提に、2026年２月
期(予想)の中間配当は１株当たり14円、期末配当は16円としています。



３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 110,400 16.1 5,700 8.5 5,500 5.5 4,500 9.5 33.15

通 期 230,000 10.4 11,500 13.3 11,000 9.1 10,000 17.4 73.67

(参考)EBITDA(営業利益＋減価償却費およびのれん償却費)
2026年２月期(予想) 17,000百万円(10.0％) 2025年２月期通期 15,452百万円(△3.7％)

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ５社(社名)株式会社ウィゴー 他４社、除外 ３社(社名)オンワードイタリアS.r.l.
オンワードゴルフリゾートグアム INC.
オンワードマンギラオグアム INC.

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年２月期 157,921,669株 2024年２月期 157,921,669株

② 期末自己株式数 2025年２月期 22,180,165株 2024年２月期 22,193,554株

③ 期中平均株式数 2025年２月期 135,739,196株 2024年２月期 135,719,792株

(参考) 個別業績の概要

１．2025年２月期の個別業績（2024年３月１日～2025年２月28日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年２月期 11,047 11.4 6,905 24.3 7,390 52.4 5,114 △28.1

2024年２月期 9,920 △10.5 5,555 △20.8 4,848 123.1 7,115 179.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年２月期 37.68 37.64

2024年２月期 52.43 52.37

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年２月期 152,804 90,133 58.9 663.50

2024年２月期 140,428 87,891 62.5 646.99

(参考)自己資本 2025年２月期 90,064百万円 2024年２月期 87,815百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
Ｐ.２「１.経営成績等の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2024年３月１日～2025年２月28日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境

の改善が進む中、インバウンド需要の増加もあり、緩やかな回復基調で推移しました。一方、地

政学リスクの長期化、原材料や燃料価格を含む物価の高騰、為替相場の変動に加え、アメリカの

今後の政策や中国経済への懸念など、先行きは不透明な状況が続いています。

このような経営環境の中、当社グループは、ＯＭＯ(Online Merges with Offline）サービス

「クリック＆トライ」の利用件数が引き続き拡大したことや、当期中より連結対象となった株式

会社ウィゴーの影響等から、売上高は大幅に増加しましたが、気候変動への対応等には課題を残

しました。一方、コロナ禍からの回復期に増加した旧年品在庫高の調整を進めたこと等により、

売上総利益率は低下しました。売上高販管費率は、賃上げの実施による人件費や広告宣伝費が増

加しましたが、ブランド複合店の出店拡大等による店舗運営効率の向上で補ったことにより、低

下しました。

以上の結果、連結売上高は2,083億93百万円（前年同期比9.9％増)、連結営業利益は101億53百

万円（前年同期比9.8％減)、連結経常利益は100億84百万円（前年同期比0.4％減)、親会社株主

に帰属する当期純利益は85億16百万円（前年同期比28.8％増）となりました。

また、当社グループでは、新規事業の創出やＭ＆Ａ等を活用した事業基盤の強化・拡大による

成長を加速していく中で、会計基準の差異にとらわれることなく企業比較を容易にすることを目

的として、EBITDA（営業利益＋減価償却費およびのれん償却費）を経営指標としています。

なお、当連結会計年度のEBITDAは154億52百万円（前年同期比3.7％減）となりました。

セグメント別の状況は、次のとおりです。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分を変更しています。以下は前年同期の数値

を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。

[国内事業]

国内事業は、中核事業会社の株式会社オンワード樫山は、「クリック＆トライ」サービスを導

入したＯＭＯ型店舗の全国での展開拡大や、気候変動に対応した機能性商品の開発、デジタルを

中心としたプロモーション施策に積極的に取り組んだ結果、基幹ブランドである『23区』『自由

区』や、新規ブランドである『アンフィーロ』の売上が好調に推移しました。

『KASHIYAMA』を展開する株式会社オンワードパーソナルスタイルは、デジタル広告によるプ

ロモーション施策が引き続き奏功し、客数や客単価が向上した結果、売上高が増加しました。

チャコット株式会社は、新規開発商品の「コンプレクションクリエイター」が『チャコット・

コスメティクス』の売上高を牽引しました。

株式会社クリエイティブヨーコは、フィッティングキャンペーンによるペット向け衣料品売上

の拡大、カートやハーネスなどの雑貨が好調に推移し、売上高が増加しました。

第３四半期連結会計期間より連結対象となった株式会社ウィゴーは、主力アウターや雑貨等が

好調に推移したことに加え、中国上海における期間限定のポップアップ店舗の成功もあり、５期

ぶりに黒字転換を実現しました。

一方、コロナ禍からの回復期に増加した旧年品在庫高の調整を進めたこと等により、売上総利

益率は低下しました。賃上げ等の実施による人件費の増加を、ブランド複合店の出店拡大等によ

る店舗運営効率の向上などで補いましたが、営業利益率は低下しました。

以上の結果、国内事業の業績は増収減益となりました。
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[海外事業]

アジア地域は、大連工場の稼働率が向上したことにより、売上高が拡大しました。

アメリカ地域は、トラディショナルブランドであるJ.PRESS事業のＥコマース売上高が伸長し

ました。

また、ヨーロッパ地域は、英国ロンドン発祥のコンテンポラリーブランドであるJOSEPH事業が

好調に推移しました。

以上の結果、海外事業の業績は売上高、利益ともに改善しました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度における連結総資産は、前連結会計年度末に比べ78億56百万円増加し、1,792

億18百万円となりました。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産が24百万円、商品及び製

品が61億15百万円、のれんが25億46百万円増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ85億64百万円増加し、949億31百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が15億10百万円、短期借入金が23億19百万円、長期借入金が90億13百

万円増加し、電子記録債務が43億44百万円減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ７億８百万円減少し、842億87百万円となりました。これ

は主に、親会社株主に帰属する当期純利益85億16百万円、為替換算調整勘定の増加９億48百万

円、連結子会社の決算期変更に伴う剰余金の減少24億51百万円、剰余金の配当による減少27億14

百万円、非支配株主持分の減少51億22百万円によるものです。

これらの結果、自己資本比率は47.0％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

① 当連結会計年度末におけるキャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益、売上債権の減少、棚卸資

産の増加、仕入債務の減少等により31億23百万円の収入（前年同期は39億99百万円の収入）と

なりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得、長期貸付けによる支出等によ

り53億90百万円の支出（前年同期は43億21百万円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入および配当金の支払いが主な

もので36億12百万円の収入（前年同期は２億63百万円の収入）となりました。

これらの結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末に比べて

６億28百万円減少し、135億５百万円となりました。
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② キャッシュ・フロー関連指標の推移

2021年２月期 2022年２月期 2023年２月期 2024年２月期 2025年２月期

自己資本比率(％) 28.9 42.4 47.0 46.6 47.0

時価ベースの自己資本比率
(％)

17.4 23.8 29.1 40.6 40.8

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率(％)

△461.1 492.3 532.9 1,012.4 1,637.5

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

△46.5 18.3 13.7 5.2 8.7

・自己資本比率 ： 自己資本／総資産

・時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー

・インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー／利払い

(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

(注２) 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

(注３) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

(注４) 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての

負債を対象としています。

（４）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要施策の一つと位置づけ、配当性向の目安を通

期で40％以上とし、安定的で業績に連動した適正な利益配分を実施することを基本方針としてい

ます。

当期の配当金については、１株当たり26円の配当とさせていただく予定です。次期の配当につ

いては、１株当たりの年間配当金予想を前期から４円増配し、30円の配当計画といたします。

また、当社の剰余金の配当は、期末配当の年１回としていましたが、株主の皆様への利益還元

の機会を充実させるため、中間配当制度の導入に関する定款変更議案を2025年５月22日開催の第

78回定時株主総会に付議することとしています。

内部留保資金については、強固な事業構造の構築のための戦略投資や財務体質の強化などに資

金需要のバランスを考慮しつつ柔軟に活用していきます。

（５）今後の見通し

今後の見通しについては、本日公表の「2025年２月期(2024年度)決算説明資料」をご覧ください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は日

本基準で連結財務諸表を作成する方針です。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応し

ていく方針です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年２月29日)

当連結会計年度
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,133 13,505

受取手形、売掛金及び契約資産 15,933 15,957

商品及び製品 35,257 41,373

仕掛品 456 666

原材料及び貯蔵品 3,244 3,823

その他 4,675 4,913

貸倒引当金 △301 △139

流動資産合計 73,400 80,101

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 41,039 42,113

減価償却累計額 △21,772 △22,667

建物及び構築物（純額） 19,267 19,445

土地 22,626 22,145

リース資産 10,036 10,374

減価償却累計額 △7,215 △7,609

リース資産（純額） 2,820 2,764

その他 17,513 12,478

減価償却累計額 △11,759 △9,141

その他（純額） 5,753 3,337

有形固定資産合計 50,468 47,693

無形固定資産

のれん 3,289 5,835

その他 5,533 7,010

無形固定資産合計 8,822 12,846

投資その他の資産

投資有価証券 16,600 13,789

長期貸付金 2,566 2,564

長期前払費用 347 518

退職給付に係る資産 7,774 9,496

繰延税金資産 4,805 3,582

その他 6,671 8,725

貸倒引当金 △93 △98

投資その他の資産合計 38,671 38,577

固定資産合計 97,962 99,117

資産合計 171,362 179,218
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年２月29日)

当連結会計年度
(2025年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,740 10,250

電子記録債務 13,871 9,527

短期借入金 20,198 22,518

1年内返済予定の長期借入金 5,214 4,796

リース債務 858 831

未払法人税等 965 1,129

賞与引当金 1,296 1,049

役員賞与引当金 216 145

その他 10,988 12,479

流動負債合計 62,350 62,728

固定負債

長期借入金 12,255 21,268

リース債務 3,420 2,661

再評価に係る繰延税金負債 180 167

退職給付に係る負債 2,752 2,679

役員退職慰労引当金 290 28

資産除去債務 2,629 3,090

その他 2,488 2,307

固定負債合計 24,017 32,202

負債合計 86,367 94,931

純資産の部

株主資本

資本金 30,079 30,079

資本剰余金 50,342 50,335

利益剰余金 21,165 24,515

自己株式 △20,737 △20,723

株主資本合計 80,849 84,206

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,431 1,689

繰延ヘッジ損益 4 △2

土地再評価差額金 △5,837 △5,825

為替換算調整勘定 451 1,399

退職給付に係る調整累計額 1,896 2,751

その他の包括利益累計額合計 △1,052 12

新株予約権 76 68

非支配株主持分 5,122 -

純資産合計 84,995 84,287

負債純資産合計 171,362 179,218
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

売上高 189,629 208,393

売上原価 83,847 94,818

売上総利益 105,782 113,575

販売費及び一般管理費 94,521 103,422

営業利益 11,260 10,153

営業外収益

受取利息 52 43

受取配当金 231 281

持分法による投資利益 - 180

その他 211 298

営業外収益合計 494 805

営業外費用

支払利息 896 414

売場什器等除却損 16 31

為替差損 109 109

持分法による投資損失 249 -

その他 356 318

営業外費用合計 1,628 874

経常利益 10,126 10,084

特別利益

投資有価証券売却益 363 2,131

固定資産売却益 69 1,012

関係会社株式売却益 - 1,122

リース解約益 - 617

特別利益合計 433 4,885

特別損失

減損損失 3,586 906

関係会社整理損 - 1,454

災害による損失 195 -

段階取得に係る差損 - 1,088

その他 614 713

特別損失合計 4,395 4,162

税金等調整前当期純利益 6,164 10,807

法人税、住民税及び事業税 1,263 1,018

法人税等調整額 △1,976 1,210

法人税等合計 △713 2,228

当期純利益 6,878 8,578

非支配株主に帰属する当期純利益 266 61

親会社株主に帰属する当期純利益 6,611 8,516
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当期純利益 6,878 8,578

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △197 △746

繰延ヘッジ損益 △25 △7

土地再評価差額金 - 12

為替換算調整勘定 △990 942

退職給付に係る調整額 1,265 854

持分法適用会社に対する持分相当額 7 9

その他の包括利益合計 ※ 60 ※ 1,065

包括利益 6,938 9,643

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 6,672 9,581

非支配株主に係る包括利益 266 61
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度 (自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 30,079 50,347 16,042 △20,748 75,721 2,620 30

当期変動額

剰余金の配当 △1,628 △1,628

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,611 6,611

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △5 11 6

土地再評価差額金の取崩 139 139

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△189 △25

当期変動額合計 - △5 5,122 11 5,128 △189 △25

当期末残高 30,079 50,342 21,165 △20,737 80,849 2,431 4

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △5,698 1,441 631 △973 82 10,243 85,073

当期変動額

剰余金の配当 △1,628

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,611

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 6

土地再評価差額金の取崩 139

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△139 △990 1,265 △79 △6 △5,121 △5,207

当期変動額合計 △139 △990 1,265 △79 △6 △5,121 △78

当期末残高 △5,837 451 1,896 △1,052 76 5,122 84,995
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当連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益

当期首残高 30,079 50,342 21,165 △20,737 80,849 2,431 4

当期変動額

剰余金の配当 △2,714 △2,714

親会社株主に帰属する

当期純利益
8,516 8,516

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △7 14 7

連結子会社の決算期変更

に伴う増減
△2,451 △2,451

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△742 △7

当期変動額合計 - △7 3,349 13 3,356 △742 △7

当期末残高 30,079 50,335 24,515 △20,723 84,206 1,689 △2

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △5,837 451 1,896 △1,052 76 5,122 84,995

当期変動額

剰余金の配当 △2,714

親会社株主に帰属する

当期純利益
8,516

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 7

連結子会社の決算期変更

に伴う増減
△2,451

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
12 948 854 1,065 △7 △5,122 △4,064

当期変動額合計 12 948 854 1,065 △7 △5,122 △708

当期末残高 △5,825 1,399 2,751 12 68 - 84,287
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,164 10,807

減価償却費 3,978 4,357

減損損失 3,586 906

のれん償却額 813 942

貸倒引当金の増減額（△は減少） △413 △207

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,333 △1,721

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △134 △73

受取利息及び受取配当金 △283 △325

支払利息 896 414

持分法による投資損益（△は益） 249 △180

固定資産処分損益（△は益） △21 △979

売場什器等除却損 16 31

投資有価証券売却損益（△は益） △363 △2,131

関係会社株式売却損益（△は益） 0 △1,122

売上債権の増減額（△は増加） △1,742 1,001

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,848 △4,128

仕入債務の増減額（△は減少） 931 △5,640

その他 1,793 631

小計 5,289 2,580

利息及び配当金の受取額 252 353

利息の支払額 △766 △357

法人税等の支払額 △2,373 △1,077

法人税等の還付額 1,597 1,624

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,999 3,123

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10 -

有形固定資産の取得による支出 △1,967 △2,555

有形固定資産の売却による収入 289 1,509

投資有価証券の取得による支出 △2,022 △5

投資有価証券の売却による収入 1,771 2,988

長期貸付けによる支出 △0 △8,500

長期貸付金の回収による収入 227 1,019

長期前払費用の取得による支出 △9 △179

差入保証金の差入による支出 △607 △1,319

差入保証金の回収による収入 317 1,344

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

- 828

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

- 2,150

その他 △2,327 △2,671

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,321 △5,390
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,202 4,017

長期借入れによる収入 9,000 14,131

長期借入金の返済による支出 △3,907 △5,535

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,628 △2,714

非支配株主への払戻による支出 △5,020 △5,061

非支配株主への配当金の支払額 △366 △122

その他 △1,014 △1,101

財務活動によるキャッシュ・フロー 263 3,612

現金及び現金同等物に係る換算差額 396 239

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 337 1,585

現金及び現金同等物の期首残高 13,795 14,133

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

- △2,213

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 14,133 ※ 13,505
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１. 連結の範囲に関する事項

(１) 連結子会社の数および主要な連結子会社の名称

連結子会社数 40社

主要な連結子会社の名称

株式会社オンワード樫山

株式会社オンワードコーポレートデザイン

チャコット株式会社

株式会社クリエイティブヨーコ

株式会社アイランド

株式会社オンワードパーソナルスタイル

株式会社大和

株式会社KOKOBUY

株式会社ウィゴー

ジョゼフLTD.

当連結会計年度において、株式の売却によりオンワードゴルフリゾートグアム INC.、オ

ンワードマンギラオグアム INC.を連結の範囲から除外しています。株式会社KASHIYAMA

DAIKANYAMA、オンワードイタリアS.r.l.、恩瓦徳服飾貿易(上海)有限公司を清算したため、

連結の範囲から除外しています。従来、持分法適用関連会社であった株式会社ウィゴーお

よびその関係会社４社の株式を全て取得し、連結の範囲に含めています。上海葳果商貿有

限公司を設立したため、連結の範囲に含めています。

(２) 主要な非連結子会社の名称

株式会社ビエン

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社は、小規模であり合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）

および利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼし

ていないためです。

２. 持分法の適用に関する事項

(１) 持分法を適用した非連結子会社・関連会社数

８社

持分法を適用した主要な関連会社の名称

株式会社サンマリノ

当連結会計年度において、株式会社ウィゴーおよびその関係会社４社は、株式を追加取

得し連結子会社化したため、持分法適用の範囲から除外しています。
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(２) 持分法を適用しない非連結子会社および関連会社のうち主要な会社の名称

株式会社ビエン

持分法を適用しない理由

持分法非適用会社は、連結純損益および連結利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、

かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用の範囲から除外しています。

(３) 株式会社サンマリノの決算日は６月30日ですが、12月31日現在で実施した仮決算に基づく

財務諸表を使用しています。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりです。

12月31日決算会社

ジェイプレスINC.

恩瓦徳時尚貿易（中国）有限公司

他10社

連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に

生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。

当連結会計年度において、ジョゼフLTD.およびその子会社７社は決算日を11月30日から

２月28日に変更し、連結決算日と同一となっています。なお、当該子会社の2023年12月１

日から2024年２月29日までの損益については、利益剰余金の増減として調整しており、当

該子会社の再編に伴い一時的に発生した事務所移転費用等11億69百万円が含まれていま

す。キャッシュ・フローについては現金及び現金同等物の期首残高で調整しています。

４. 会計方針に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準および評価方法

① 有価証券の評価基準および評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法により評価しています。

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法により評価しています。

② デリバティブの評価基準および評価方法

時価法により評価しています。

③ 棚卸資産の評価基準および評価方法

棚卸資産は主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）により評価しています。
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(２) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社および国内連結子会社は主として定率法、海外連結子会社は定額法を採用してい

ます。ただし、当社および国内連結子会社は、1998年４月１日以降取得した建物（建物

附属設備を除く）ならびに2016年４月１日以降取得した建物附属設備および構築物につ

いては定額法を採用しています。

なお、主な耐用年数は、以下のとおりです。

建物及び構築物 ３～50年

その他 ２～20年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しています。ただし、自社利用のソフトウェアについては社内における

利用可能期間（５～10年）に基づく定額法を採用しています。

③ 長期前払費用

定額法を採用しています。

④ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しています。

(３) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し

ています。

② 賞与引当金

従業員等に支給する賞与に備えるため、支給見込額に基づき計上しています。

③ 役員賞与引当金

当社および一部の国内連結子会社は、役員に支給する賞与に備えるため、支給見込額

に基づき計上しています。

④ 役員退職慰労引当金

一部の国内連結子会社は、役員の退職金に備えるために内規に基づく期末要支給額を

計上しています。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属

させる方法については、給付算定式基準によっています。

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５年～10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理しています。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年～

10年）による定額法により費用処理しています。
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(５) 重要な収益および費用の計上基準

当社および連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な

履行義務の内容および当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）

は以下のとおりです。

① 卸売販売に係る収益

卸売販売に係る収益は、製品の引渡および配送を履行義務として識別しています。卸

売販売においては、顧客による検収が完了した時点で履行義務が充足されるものの、製

品出荷時点と重要な差異はないため、主に当該製品の出荷時点で収益を認識していま

す。また、取引の対価は通常、履行義務を充足した時点から概ね３か月以内に受領して

おり、重要な金融要素は含まれていません。

② 小売販売に係る収益

小売販売に係る収益は、製品の引渡を履行義務として識別しています。小売販売にお

いては、通常製品の引渡時点において履行義務が充足されるため、主に当該製品の引渡

時点で収益を認識しています。また、取引の対価は通常、履行義務を充足した時点から

概ね１か月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれていません。

③ サービス提供に係る収益

サービスの提供に係る収益は、主にライセンスの供与に対して受け取るロイヤリティ

収入が含まれ、これらの供与を履行義務として識別しています。これらは、売上高また

は使用量に基づくロイヤリティに該当し、契約相手先の売上等を算定基礎として測定し、

実際にライセンスが使用された時点か、売上高または使用量に基づくロイヤリティに配

分された履行義務が充足された時点のいずれか遅い時点で収益を認識しています。また、

取引の対価は通常、履行義務を充足した時点から概ね３か月以内に受領しており、重要

な金融要素は含まれていません。

(６) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっています。ただし、為替予約がなされている外貨建金銭債権・

債務については、振当処理を行っています。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

為替予約をヘッジ手段とし、外貨建ての金銭債権・債務および予定取引をヘッジ対象

としています。

③ ヘッジ方針

外貨建輸出入取引に係る将来の外国為替相場変動リスクを回避して、外貨建債権・債

務の円貨によるキャッシュ・フローを固定化することを目的として、取引先への受発注

に対応し、決済日を基準として為替予約を行っています。

④ ヘッジの有効性評価の方法

外貨建ての受注・発注金額に対し、同一通貨建てによる同一金額で同一期日の為替予

約を付すことにより、為替予約締結後の外国為替相場の変動による相関関係が確保され

るようにしています。

(７) のれんの償却方法および償却期間

のれんの償却は、個別案件ごとに判断し20年以内の合理的な年数で均等償却しています。
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(８) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は手許現金、要求払

預金および取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期投資からなっています。

(９) その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

グループ通算制度の適用

当社および一部の国内連結子会社は、グループ通算制度を適用しています。

(表示方法の変更)

(連結キャッシュ・フロー計算書)

前連結会計年度において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた

「長期貸付けによる支出」と「長期貸付金の回収による収入」は、金額的重要性が増したため、

当連結会計年度より独立掲記しています。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計

年度の連結財務諸表の組み替えを行っています。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキ

ャッシュ・フロー」の「その他」に表示していた△2,101百万円は、「長期貸付けによる支出」

△0百万円、「長期貸付金の回収による収入」227百万円、「その他」△2,327百万円として組

み替えています。
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(連結包括利益計算書関係)

※ その他の包括利益に係る組替調整額および税効果額

前連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 159百万円 975百万円

組替調整額 △366百万円 △2,215百万円

税効果調整前 △206百万円 △1,239百万円

税効果額 9百万円 493百万円

その他有価証券評価差額金 △197百万円 △746百万円

繰延ヘッジ損益：

当期発生額 10百万円 △3百万円

組替調整額 △43百万円 △7百万円

税効果調整前 △32百万円 △10百万円

税効果額 6百万円 3百万円

繰延ヘッジ損益 △25百万円 △7百万円

土地再評価差額金：

税効果額 －百万円 12百万円

土地再評価差額金 －百万円 12百万円

為替換算調整勘定：

当期発生額 △995百万円 1,202百万円

組替調整額 5百万円 △259百万円

為替換算調整勘定 △990百万円 942百万円

退職給付に係る調整額：

当期発生額 2,073百万円 1,349百万円

組替調整額 △142百万円 △281百万円

税効果調整前 1,930百万円 1,067百万円

税効果額 △665百万円 △212百万円

退職給付に係る調整額 1,265百万円 854百万円

持分法適用会社に対する持分相当額：

当期発生額 7百万円 9百万円

その他の包括利益合計 60百万円 1,065百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度 (自 2023年３月１日 至 2024年２月29日）

１. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 157,921,669 － － 157,921,669

２. 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 22,204,488 1,068 12,002 22,193,554

(変動事由の概要)

増加数の主な内訳は、次のとおりです。

単元未満株式の買取りによる増加 1,068株

減少数の主な内訳は、次のとおりです。

単元未満株式の買増請求による売渡し ２株

ストックオプションの行使による減少 12,000株

３. 新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株） 当連結会計
年度末残高
(百万円)

当連結会計
年度期首

増加 減少
当連結会計
年度末

提出会社
ストックオプション
としての新株予約権

－ － － － － 76

合計 － － － － 76

４. 配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年５月25日
普通株式 1,628 12.00 2023年２月28日 2023年５月26日

定時株主総会

(２) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年５月23日
普通株式 2,714 利益剰余金 20.00 2024年２月29日 2024年５月24日

定時株主総会
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当連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日）

１. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 157,921,669 － － 157,921,669

２. 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 22,193,554 1,311 14,700 22,180,165

(変動事由の概要)

増加数の主な内訳は、次のとおりです。

単元未満株式の買取りによる増加 1,311株

減少数の主な内訳は、次のとおりです。

ストックオプションの行使による減少 14,700株

３. 新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株） 当連結会計
年度末残高
(百万円)

当連結会計
年度期首

増加 減少
当連結会計
年度末

提出会社
ストックオプション
としての新株予約権

－ － － － － 68

合計 － － － － 68

４. 配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年５月23日
普通株式 2,714 20.00 2024年２月29日 2024年５月24日

定時株主総会

(２) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年５月22日
普通株式 3,529 利益剰余金 26.00 2025年２月28日 2025年５月23日

定時株主総会
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

次のとおりです。

前連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

現金及び預金勘定 14,133百万円 13,505百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 －百万円 －百万円

現金及び現金同等物 14,133百万円 13,505百万円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が

入手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に

検討を行う対象となっているものです。

当社グループは国内および海外において、紳士服、婦人服等の繊維製品の企画、製造およ

び販売を主な事業内容とし、さらにコスメティック事業やバレエ・ダンス、リゾートといっ

たウェルネス事業およびペット関連用品等の事業を行っています。

また、当社グループの事業を地域別に「国内事業」、「海外事業」と２区分し、報告セグ

メントとしています。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントを従来の「アパレル関連事業(国内)」、「ア

パレル関連事業(海外)」、「ライフスタイル関連事業」の区分から、「国内事業」「海外事

業」に報告セグメントを変更しています。

この変更はマーケットの多様化が進行し、アパレルとライフスタイルの境目がなくなりつ

つある中、両セグメントを一体としてより実態に合わせた経営管理を行うことを目的とする

ものです。

前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載し

ています。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項」における記載と概ね同一です。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。セグメント間の内部売上高又は振

替高は、市場実勢価格に基づいています。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度 (自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)
（単位：百万円)

国内事業 海外事業 計
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)３

売上高

外部顧客への売上高 171,976 17,653 189,629 － 189,629

セグメント間の内部売上高
又は振替高 973 2,068 3,041 △3,041 －

計 172,949 19,721 192,671 △3,041 189,629

セグメント利益又は損失(△) 11,948 △308 11,640 △380 11,260

セグメント資産 126,105 22,494 148,600 22,762 171,362

その他の項目

減価償却費 (注)２ 3,016 538 3,554 424 3,978

持分法適用会社への投資額 1,775 － 1,775 － 1,775

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 (注)２ 4,140 389 4,530 82 4,613

(注)１. 調整額は、以下のとおりです。

(１) セグメント利益又は損失(△)の調整額△380百万円には、のれんの償却額△813百万円およびセグメント
間取引消去4,306百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,873百万円が含まれていま
す。全社費用は主にセグメントに帰属しない一般管理費です。

(２) セグメント資産の調整額22,762百万円には、のれんの未償却残高3,289百万円およびセグメント間取引
消去△116,379百万円、各報告セグメントに配分していない全社資産135,852百万円が含まれています。
全社資産は主に純粋持株会社である当社における資産です。

２. 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用(什器)が含まれています。

３. セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と一致しています。
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当連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)
（単位：百万円)

国内事業 海外事業 計
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)３

売上高

外部顧客への売上高 189,858 18,534 208,393 － 208,393

セグメント間の内部売上高
又は振替高 1,645 3,222 4,868 △4,868 －

計 191,504 21,757 213,261 △4,868 208,393

セグメント利益又は損失(△) 10,803 △233 10,570 △416 10,153

セグメント資産 137,776 14,509 152,286 26,932 179,218

その他の項目

減価償却費 (注)２ 3,468 497 3,965 391 4,357

持分法適用会社への投資額 757 － 757 － 757

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額 (注)２ 4,972 487 5,460 103 5,564

(注)１. 調整額は、以下のとおりです。

(１) セグメント利益又は損失(△)の調整額△416百万円には、のれんの償却額△942百万円およびセグメント
間取引消去4,264百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,738百万円が含まれていま
す。全社費用は主にセグメントに帰属しない一般管理費です。

(２) セグメント資産の調整額26,932百万円には、のれんの未償却残高5,835百万円およびセグメント間取引
消去△128,884百万円、各報告セグメントに配分していない全社資産149,981百万円が含まれています。
全社資産は主に純粋持株会社である当社における資産です。

２. 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前払費用(什器)が含まれています。

３. セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と一致しています。

【関連情報】

前連結会計年度 (自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)

１. 製品およびサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しています。

２. 地域ごとの情報

(１) 売上高
(単位：百万円)

日本 欧州 その他 合計

171,696 9,196 8,737 189,629

(２) 有形固定資産
(単位：百万円)

日本 米国 欧州 その他 合計

42,591 3,852 1,375 2,647 50,468

３. 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないた

め、記載はありません。
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当連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

１. 製品およびサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しています。

２. 地域ごとの情報

(１) 売上高
(単位：百万円)

日本 欧州 その他 合計

190,031 8,919 9,442 208,393

(２) 有形固定資産
(単位：百万円)

日本 米国 欧州 その他 合計

43,835 204 898 2,756 47,693

３. 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないた

め、記載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度 (自 2023年３月１日 至 2024年２月29日)
(単位：百万円)

国内事業 海外事業 全社・消去 合計

減損損失 613 2,941 31 3,586

当連結会計年度 (自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)
(単位：百万円)

国内事業 海外事業 全社・消去 合計

減損損失 589 279 36 906

【報告セグメントごとののれんの償却額および未償却残高に関する情報】

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しています。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

１株当たり純資産 587.92円 620.43円

１株当たり当期純利益 48.72円 62.74円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 48.66円 62.67円

(注)１．１株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、
以下のとおりです。

項目
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 6,611 8,516

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

6,611 8,516

普通株式の期中平均株式数 (千株) 135,719 135,739

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 (百万円) － －

普通株式増加数 (千株) 164 144

(うち新株予約権 (千株)) (164) (144)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

－ －

２. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前連結会計年度

(自 2023年３月１日
至 2024年２月29日)

当連結会計年度
(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

純資産の部の合計額 (百万円) 84,995 84,287

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) 5,198 68

(うち新株予約権 (百万円)) (76) (68)

(うち非支配株主持分 (百万円)) (5,122) (－)

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 79,796 84,218

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末普通株式数 (千株)

135,728 135,741

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

役員の異動

その他役員の異動(2025年5月22日付)

①退任予定取締役

氏 名 役職

知識 賢治 現

・当社 取締役副社長

人財制度改革担当・ライフスタイル事業担当

・株式会社大和 代表取締役会長

・チャコット株式会社 代表取締役会長

・株式会社クリエイティブヨーコ 代表取締役会長

・株式会社ＫＯＫＯＢＵＹ 代表取締役会長

②新任取締役候補者

氏 名 役職

樋口 剛宏

現
・当社 常務執行役員

・株式会社オンワード樫山 取締役常務執行役員

新
・当社 取締役

・株式会社オンワード樫山 取締役常務執行役員


